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市
議
会
で
は
、
障
害
者
が
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
支
援
す
る
た
め
、
重
度
の
身
体
障

害
や
知
的
障
害
を
持
っ
た
障
害
者
が

通
え
る
、
医
療
的
な
ケ
ア
を
伴
う
施

設
を
整
備
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
。市

は
、
障
害
者
計
画
を
策
定
し
て
、

こ
の
施
設
整
備
を
重
要
課
題
と
し
て

位
置
付
け
、
平
成
１３
年
（
２
０
０
１

年
）
５
月
に
、
障
害
者
の
自
立
と
社

会
参
加
を
支
援
し
、
市
民
相
互
の
交

流
を
図
る
施
設
と
し
て
、
障
害
者
支

援
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ほ
う
ぷ
吹

田
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
知
的
障
害
者
更
生
施

設
、
身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
短

期
入
所
施
設
の
四
つ
の
機
能
を
持
っ

た
複
合
施
設
で
す
。
作
業
室
や
日
常

生
活
訓
練
室
、
社
会
適
応
訓
練
室
な

ど
の
ほ
か
に
、
共
用
施
設
と
し
て
、

多
目
的
ホ
ー
ル
や
介
助
浴
室
、
屋
内

プ
ー
ル
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
的
ケ
ア
や
専
門
的
な
機
能

訓
練
、
指
導
等
を
行
う
た
め
、
看
護

師
や
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
市
民
が
幅
広
く
交

流
で
き
る
よ
う
に
、
開
放
的
で
弾
力

性
の
あ
る
施
設
運
営
を
図
る
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。

間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
公
共
下
水
道
の
整
備
は
、
市
議
会

や
市
民
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
、

市
政
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
普
及
率
は
平
成
１０
年

（
１
９
９
８
年
）

度
末
の
９７
・

７
％
か
ら
こ
の

４
年
間
で
２
ポ

イ
ン
ト
の
促
進

が
図
ら
れ
、
平

成
１４
年
（
２
０

０
２
年
）
度
末

で
は
約
９９
・

７
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
議
会
で

は
、
普
及
率
１

０
０
％
を
目
前
に
控
え
、
未
整
備
箇

所
の
水
洗
化
を
一
日
も
早
く
実
現
す

る
よ
う
市
に
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
高
度
処
理
や
、
合
流
式
下
水
道

の
改
善
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
水
質

保
全
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
近
年
、
宅
地
の
開
発
な
ど

に
伴
い
、
市
域
の
一
部
に
お
い
て
集

中
豪
雨
時
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
浸
水
被
害
を
防
ぐ

か
ん
き
ょ

た
め
、
雨
水
管
渠
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
浸
水
被
害

の
生
じ
た
箇
所
か
ら
重
点
的
に
浸
水

対
策
を
進
め
る
よ
う
市
に
求
め
て
お

り
、国
に
対
し
、
市
と
と
も
に
補
助
金

の
確
保
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

平
成
１１
年
（
１
９
９
９
年
）
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
信
託
を
受
け
、
今
期
の
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
４
年
間
、
市
議
会
は
、
市
長
ら
市
政
の
執
行
機
関
と
相
互
に

協
力
し
、
と
き
に
厳
し
く
監
視
し
な
が
ら
、
市
民
の
多
様
な
要
望
を

き
め
細
か
く
行
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
そ
の
活
動
の
一
端
を
「
市
議
会
４
年
間
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
ま
と

め
て
み
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
今
後
と
も
全
力
を
挙
げ
て
地
域
社
会
の
発
展
と
地
方

自
治
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
が
必
要

な
高
齢
者
を
、

家
族
に
よ
る
介

護
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体

で
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
、
平

成
１２
年
（
２
０

０
０
年
）４
月
、

介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
市
議

会
で
は
、
制
度

開
始
に
あ
た

り
、
要
介
護
認

定
に
お
け
る
公

平
性
の
確
保

や
、
認
定
の
結
果
、
非
該
当
と
な
っ

た
場
合
の
対
応
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
の
推
進
な
ど
を
市
に
要
望

し
ま
し
た
。

ま
た
、「
介
護
保
険
の
改
善
と
国
の

財
源
措
置
を
求
め
る
意
見
書
」
や
、

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
政

府
に
改
善
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
１３
年
（
２
０
０
１
年
）
１０
月

か
ら
、
介
護
保
険
料
の
全
額
が
徴
収

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
市

長
に
対
し
、「
介
護
保
険
の

保
険
料
軽
減
制
度
を
求
め

る
要
望
決
議
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
で
は
こ
れ
ま

で
、
要
介
護
認
定
で
痴
呆

症
の
方
の
認
定
が
低
く
出

や
す
い
点
や
、
介
護
支
援

事
業
者
等
の
報
酬
に
関
す

る
問
題
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
が
十
分
で

な
い
こ
と
な
ど
、
様
々
な

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
へ

の
対
処
と
と
も
に
、
低
所
得
者
の
保

険
料
の
軽
減
措
置
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
第
２
期
の
事
業
計
画
に
伴
う

保
険
料
の
改
定
に
あ
た
り
、
軽
減
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
・

中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
は
、

少
子
化
か
ら
ピ

ー
ク
時
の
６
割

に
満
た
ず
、小
・

中
学
校
の
規
模

は
、
大
勢
と
し

て
は
小
規
模
化

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部

地
域
で
は
、
宅

地
開
発
等
に
よ

り
大
規
模
化
す

る
学
校
が
あ
る

な
ど
、
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
状
況

が
生
じ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
昨
年
３
月
に
よ

り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た

め
、
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、

規
模
適
正
化
第
１
期
実
施
計
画
を
ま

と
め
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
竹
見
台
小
学
校
と
南
竹
見
台
小
学

校
を
統
合
し
、
千
里
た
け
み
小
学
校

と
す
る
ほ
か
、
千
里
新
田
小
学
校
、

佐
井
寺
小
学
校
及
び
佐
井
寺
中
学
校

の
校
区
変
更
を
実
施
す
る
な
ど
で

す
。
ま
た
、
実
施
計
画
と
は
別
に
、

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の
開
発
の
影
響

や
通
学
の
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し

て
、
南
山
田
小
学
校
と
山
田
第

二
小
学
校
の
校
区
変
更
を
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
校
区
変
更
案
を
受

け
て
、
対
象
校
区
の
保
護
者
な

ど
か
ら
は
、
�
地
域
住
民
の
意

見
を
よ
く
聞
い
て
進
め
て
ほ
し

い
�
通
学
路
の
安
全
を
確
保
し

て
ほ
し
い
�
兄
弟
姉
妹
が
同
じ

学
校
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
な
ど
、
計
画
の
延
期
や
変

更
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
理
解
を
得
て
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど

に
配
慮
す
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
に

強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
次
期
実

施
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
児

童
・
生
徒
数
の
推
移
や
、
適
正
規
模

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
の
中

で
示
さ
れ
た
適
正
規
模
お
よ
び
許
容

範
囲
の
考
え
方
な
ど
を
十
分
踏
ま
え

た
上
で
、
長
期
的
な
計
画
を
立
て
、

対
象
地
区
住
民
へ
の
情
報
開
示
に
努

め
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

山
田
駅
周
辺
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
た
安
全
で
快
適
な
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
と
す
る
た
め
、
駅
東
地
区
と

駅
西
地
区
の
合
計
約
５
・
７
ha
の
区

域
で
、
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
議
会
で
は
、
駅
周
辺
は
阪
急
電

車
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
が
隣
接
す
る

交
通
至
便
な
地
区
で
あ
り
、
大
半
が

未
利
用
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
乱
開

発
を
防
止
し
、
駅
前
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
事
業
の

促
進
を
市
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
安
全
を
最
優
先
し
て
進
め
る
こ

と
や
、
可
能
な
限
り
み
ど
り
の
保
全

に
努
力
す
る
こ
と
、
ま
た
、
住

環
境
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

用
途
地
域
の
変
更
や
容
積
率
の

緩
和
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
な

ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

市
で
は
、
事
業
推
進
に
際
し
、

市
民
参
加
型
の
懇
談
会
方
式
を

採
り
入
れ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
、
駅
東
地
区
で
は
、

都
市
再
生
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
道
路
や
宅
地
、
公
園
な
ど
が

整
備
さ
れ
、
本
年
４
月
に
ま
ち

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
阪
急
山
田
駅
の
改

札
口
が
東
西
２
か
所
に
切
り
替
え
ら

れ
ま
し
た
。

駅
西
地
区
は
、
阪
急
電
車
と
モ
ノ

レ
ー
ル
の
連
絡
通
路
の
整
備
や
、
阪

急
の
商
業
ビ
ル
建
設
な
ど
、
本
年
秋

の
完
成
を
目
標
に
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

事
業
全
体
と
し
て
は
、
平
成
１７
年

（
２
０
０
５
年
）
度
に
完
了
す
る
予

定
で
す
が
、
市
議
会
で
は
、
今
後
、

市
が
駅
東
地
区
に
計
画
し
て
い
る
公

共
施
設
の
建
設
を
含
め
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
の
３
者
で
作
成
し
た
ま

ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

土
地
利
用
計
画
が
早
期
に
策
定
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

�
あ
い
ほ
う
ぷ
吹
田
�の
開
設

校区変更や学校統合を実施

地
域
と
の
交
流
を
目
指
し
て

よりよい教育環境へ

元元気気にに通通学学すするる子子どどももたたちち

ああいいほほううぷぷ吹吹田田ででのの機機能能訓訓練練

公
共
下
水
道
の
整
備

早
急
に
全
戸
水
洗
化
を

山
田
駅
周
辺
整
備
事
業

駅
東
地
区
で
ま
ち
開
き

下下水水道道普普及及率率１１００００％％をを目目指指ししてて

求められる制度の改善
介護保険がスタート

山田駅東地区のまち開き

２００３年（平成１５年）４月２８日 発行（６）す い た 市 議 会 だ よ り
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歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
整
備
が
、
南
高
浜
町
６
番
２１
号
で
、

本
年
６
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
前
身
は
、
平
成
１２

年
（
２
０
０
０
年
）
に
市
に
寄
贈
さ

れ
た
江
戸
時
代

後
期
建
築
の
庄

屋
屋
敷
で
、
市

議
会
で
は
、
そ

の
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
早

く
か
ら
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
屋

敷
の
再
生
・
活

用
を
図
る
た

め
、
地
域
の
団

体
や
歴
史
文
化

活
動
団
体
、
商

業
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
研
究
会
や

委
員
会
を
設
置
し
、
利
用
構
想
や
管

理
運
営
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
平
成

１４
年
（
２
０
０
２
年
）
６
月
に
改
修

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
吹
田
発
展
資
料

室
や
、
貸
室
と
し
て
設
置
す
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
兼
音
楽
室
、
多
目
的
室
な
ど

の
ほ
か
、
だ
ん
じ
り
展
示
庫
を
備
え

て
お
り
、
古
民
家
と
い
う
特
性
を
生

か
し
た
市
民
の
文
化
交
流
の
場
、
歴

史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

る
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
の
場

と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。市

議
会
で
は
、
市
が
セ
ン
タ
ー
の

管
理
及
び
事
業
を
市
民
組
織
に
委
託

す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
だ
れ
も
が

利
用
し
や
す
い
管
理
運
営
や
、
セ
ン

タ
ー
の
設
立
趣
旨
と
目
的
に
か
な
っ

た
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
求
め

て
い
ま
す
。
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平
成
１２
年

（
２
０
０
０
年
）

３
月
に
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
を
起
こ

し
、
団
体
規
制

法
に
よ
る
観
察

処
分
を
受
け
て

い
る
オ
ウ
ム
真

理
教
（
ア
ー
レ

フ
に
改
称
）
の

大
阪
道
場
が
、

大
阪
市
生
野
区

か
ら
本
市
元
町

に
移
転
し
て
来

ま
し
た
。

市
議
会
で

は
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
大
阪
支
部
の
立

ち
退
き
等
を
求
め
る
決
議
」
を
直
ち

に
行
い
、
警
察
等
へ
厳
正
な
取
締
り

を
要
請
し
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
市
内
２０
団
体
か
ら
な

る
「
地
域
安
全
・
オ
ウ
ム
真
理
教
対

策
吹
田
市
民
会
議
」
の
方
々
や
市
と

と
も
に
、
教
団
施
設
へ
出
向
き
、
立

ち
退
き
を
求
め
ま
し
た
。

１０
月
に
は
、「
オ
ウ
ム
真
理
教
大
阪

道
場
の
施
設
拡
大
阻
止
に
関
す
る
請

願
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
市
に

必
要
な
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
大
阪
道
場
を
住
所
と
す
る

転
入
届
け
を
す
べ
て
不
受
理
処
分
と

し
ま
し
た
が
、
信
者
は
こ
の
不
受
理

処
分
の
取
消
し
と
慰
謝
料
を
求
め
て

提
訴
し
て
お
り
、
現
在
、
最
高
裁
及

び
大
阪
高
裁
で
係
争
中
で
す
。

同
支
部
は
、
本
年
２
月
末
、
入
居

し
て
い
た
ビ
ル
の
賃
貸
契
約
の
更
新

が
阻
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪
市

東
住
吉
区
に
移
転
し
ま
し
た
が
、
教

団
の
勢
力
拡
大
に
は
、
今
後
も
警
戒

が
必
要
で
す
。

図
書
館
は
、
市
が
策
定
し
た
「
地

域
整
備
の
方
向
」
に
基
づ
き
、
市
内

６
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
館
ず
つ
建
設
す
る

計
画
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。市

議
会
で
は
、
本
市
で
唯
一
未
整

備
と
な
っ
て
い
る
千
里
山
・
佐
井
寺

地
域
で
の
図
書
館
の
早
期
設
置
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
。

同
図
書
館
は
、
当
初
、
千
里
第
二

小
学
校
の
木
造
校
舎
を
再
生
・
活
用

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
１２
年
（
２
０
０
０
年
）

に
教
育
委
員
会
が
校
舎
の
現
況

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
同
地
に

木
造
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ
を
再
現

し
た
図
書
館
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
市
民
会
議
か

ら
出
さ
れ
た
提
言
を
取
り
入

れ
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
図
書
館
と
な
る
よ
う
強
く
求

め
て
い
ま
す
。

新
設
さ
れ
る
図
書
館
は
、
東

館
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
、
延
床
面
積
２
３
４
７

�
、
西
館
が
木
造
２
階
建
て
、

延
床
面
積
８
３
３
�
と
な
っ
て

い
ま
す
。
館
内
に
は
市
内
の
図
書
館

で
は
初
め
て
設
置
さ
れ
る
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、
Ａ
Ｖ
（
視
聴
覚
資

料
）
コ
ー
ナ
ー
や
視
覚
障
害
者
用
対

面
朗
読
室
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
来

年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で

す
。

ご
み
焼
却
施

設
の
北
工
場

は
、
増
え
続
け

る
ご
み
量
に
対

応
す
る
た
め
、

適
正
処
理
能
力

を
上
回
る
量
を

処
理
し
て
い
ま

す
。ま
た
、操
業

を
開
始
し
て
か

ら
２０
年
以
上
経

過
し
、
老
朽
化

が
進
行
し
て
い

る
た
め
延
命
対

策
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
施

設
自
体
の
建
替

え
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
建
替
え
に
は
多
額

の
費
用
と
長
い
工
期
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
建
替
計
画
案
を
早
期
に

示
す
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
は
、
現
在
の
敷
地
に
焼
却
能
力

を
日
量
６
０
０
ｔ
、
事
業
費
を
約

５
３
５
億
円
と
す
る
新
工
場
を
建
設

す
る
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
現
在
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
て
お

り
、
平
成
１８
年（
２
０
０
６
年
）
度
か

ら
建
替
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

同
時
に
、
ご
み
の
減
量
対
策
を
一

層
進
め
る
た
め
、
廃
棄
物
（
ご
み
）

減
量
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
、

事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
、
さ
ら

に
ご
み
減
量
を
推
進
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
工
場
の
建
替
え
は

財
政
的
な
負
担
が
大
き
い
た
め
、
事

業
費
の
縮
減
や
工
期
の
短
縮
を
、
ま

た
、
ご
み
排
出
状
況
が
家
庭
系
で
横

ば
い
な
の
に
対
し
、
事
業
系
で
増
加

し
て
い
る
た
め
、
事
業
系
ご
み
の
減

量
対
策
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
１１
年

（
１
９
９
９
年
）
に
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
同
法
に
基
づ
き
、

男
女
共
同
参
画
を
総
合
的
、
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
す

る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

市
は
、
平
成
５
年

（
１
９
９
３
年
）
に
、

す
い
た
女
性
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
女
性
関

連
施
策
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
男
女

共
同
参
画
懇
話
会
か

ら
の
提
言
を
も
と
に
、

平
成
１４
年
（
２
０
０

２
年
）
９
月
定
例
会

で
、
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
案
を
提
案

し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
条
例
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
基
本
理
念
の
ほ
か
、
市
、

市
民
、
事
業
者
が
協
働
し
て
そ
の
取

組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
策
へ
の
苦
情
や
人
権
侵
害
に
関
す

る
相
談
に
対
し
て
苦
情
処
理
機
関
を

設
置
す
る
こ
と
な
ど
も
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

あ
わ
せ
て
、
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、

名
称
を
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

に
、
所
管
部
も
教

育
委
員
会
か
ら
人

権
部
に
変
更
さ

れ
、
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
拠

点
施
設
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
ま
し

た
。市

議
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
社

会
の
さ
ら
な
る
実

現
に
向
け
、
条
例

制
定
後
の
庁
内
の
推
進
体
制
の
整
備

な
ど
を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。

本
市
で
は
、

平
成
６
年
（
１

９
９
４
年
）
度

以
降
、
毎
年
度
、

単
年
度
収
支
が

赤
字
と
な
る
な

ど
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
将

来
、
多
額
の
財

源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
１２
年

（
２
０
０
０
年
）

１１
月
に
財
政
健

全
化
計
画
（
案
）

を
策
定
し
、
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始

し
ま
し
た
。

財
政
状
況
の
将
来
見
通
し
は
、
同

計
画
（
案
）
策
定
前
の
推
計
で
は
、

平
成
１６
年
（
２
０
０
４
年
）
度
末
に

は
財
源
不
足
が
約
１
９
４
億
円
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

同
計
画
（
案
）
に
基
づ
く
財
政
健
全

化
方
策
の
実
施
や
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

等
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
本
年

３
月
の
推
計
で
は
、
約
３３
億
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
効
率
的
・
効
果
的

で
、
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
の
確

保
を
目
的
と
し
た
事
務
事
業
評
価
シ

ス
テ
ム
の
早
期
実
施
を
行
う
よ
う
市

に
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
計
画
（
案
）

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
福
祉

の
充
実
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
、
全

職
員
結
集
の
も
と
で
執
行
す
る
こ
と

や
、
事
業
の
新
規
実
施
、
改
廃
時
に

は
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
よ

う
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市市民民団団体体にによよるる立立ちち退退きき運運動動

６
館
目
の
図
書
館
建
設

厳 し い 財 政 状 況

吹 田 市 か ら 退 去

千
里
山
・
佐
井
寺
地
域
で
着
手

財政健全化計画（案）

オ ウ ム 真 理 教

（（仮仮称称））千千里里山山・・佐佐井井寺寺図図書書館館のの完完成成予予想想図図

男
女
共
同
参
画
社
会

建建替替計計画画がが示示さされれたた北北工工場場

歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

実
現
を
目
指
し
条
例
制
定

ごみ減量対策を推進
ごみ焼却施設の建替え

本
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

歴史文化まちづくりセンター（南高浜町）

す い た 市 議 会 だ よ り（７）２００３年（平成１５年）４月２８日 発行


